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Abstract Recently it has been reported that the subtropical argyne butterfly, Argyreus hyperbius 
(Lepidoptera, Nymphalidae) has expanded its distribution to the northern areas of Japan. It is easy 
to suppose that the phenomenon is due to global warming. But, there is a possibility that other fac- 
tors are involved, and garden plantation of the pansy, Viola wittrockiana, one of the food plants, has 
been pointed out as one factor by some colleagues. Because of the popularity of gardening in 
Japan, this plant has been planted in gardens much more extensively than before. This paper dis- 
cusses the recent northward expansion of A. hyperbius from two viewpoints: one is the fluctuation 
in the number of butterflies in Hino City, Tokyo, and the other is the increase of pansy boxes trans- 
ported into Tokyo or Hino City from prefectures inhabited by this butterfly. There is a probability 
that eggs or young larvae of the butterfly were transported from south to north with the pansy 
boxes. 


Key words Argyreus hyperbius, increase, distribution, the northern areas, global warming, trans- 
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は じ め に 


ッ マ グロ ヒョウ モン Argyreus hyperbius の 北上 は 各地 で 確認 され て いる . 東京 都 を 含め (倉地 , 2005, 
ae 瀬田 , 2007), 関東 地方 各 県 Cee, 2001) や 中 部 地方 で も 急増 し て 普通 種 に た っ て お り , 今後 も さら 
に 北 へ 分 布 を 広げ て いく と 予想 され て いる . また , 幼虫 越 欠 また は 春の 第 一 化 が , 神奈 川 県 ・ 千 葉 県 ・ 
次 城 県 お よび 石川 県 ・ 富 山県 ・ 長 野 県 ・ 山 梨 県 (Fk, 2006), そし て 東京 都 ( 津 吹 , 2004) il され 
て いる . 北上 の 原因 と し て , まず 地球 温暖 化 が 挙げ られ て いる . また , 北上 し て 分 布 を 広げ る た め に は 食 
草 を 確保 する 必要 が あり , 食 草 と な る パン ジー Viola wittrockiana な ど 園芸 品種 の スミ レ の 栽培 の 増加 
ゃ 推測 され て きた (福田 私 信 ). その 後 , パン ジー の 流通 に より 越冬 幼虫 が 運ば れる 可能 性 も 指摘 され て 
いる (AF, 2002). さら に は 幼虫 が 越冬 で きる た め に , 微 気 象 と し て の 環境 条件 が 重要 で ある (中 田 ・ 那 

須 野 , 2004; 津 吹 , 2004). 


東京 都 日 野市 に お ける ツマ グロ ヒ ョ ッ モ ン の 記録 | は , 1990 年 頃 ま で 報告 され て いな い (西多摩 昆虫 同 
HR, 1991). 「 日野 の 自然 を 守る 会 ] に 問い 合わ せ た と ころ , 詳細 は 不明 で ある が 十 数 年 前 に 1 度 確 
認 さ れ て いる よう で ある (私 信 ). それ 以降 ! は 2000 年 11 月 に 日 野市 新井 の 多摩 川 の 河川 敷 で 1 ( 津 
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吹 , 2001) の , また 2002 年 10 月 に 日 野市 新井 の 浅川 の 河原 で 1Z ( 津 吹 , 2003) の 報告 が ある . いずれ も 
秋 の 個体 で あっ た . その 後 , 2004 年 に は 春の 個体 が 採集 され た ( 津 吹 , 2004). 筆者 の 1 人 津 吹 は , これ 
まで に 日 野市 に お ける 2004, 2005 年 の 本 種 の 発生 状況 お よび, 各 県 か ら 東 京都 へ の パン ジー の 入荷 量 
に 関す る デー タ に 基づい て , 本 種 の 北上 の 要因 を 推測 し て きた ( 津 吹 ,2005, 2006). 


本 論文 で は 上 記 の 報告 を ベー ス に し て , 第 1 に ツマ グロ ヒョウ モン に つい て 日 野市 に お ける 2004-2006 
年 の 発生 状況 を 述べ た . 一 方 , 本 種 の 幼虫 は スミ レ の 仲間 を 食 草 に し て いる . そこ で 第 2 と し て , 栽培 種 
の 代表 で ガー デニ ング ブー ム の た め に 栽培 量 が 急増 し て いる と 推測 きれ て いる パン ジー に つい て , 東 
京都 中 央 卸売 市 場 へ の 産地 別 お よび 月 別 の 花苗 入荷 量 の 変化 ., そ し て 日 野市 に お ける パン ジー の 流 
通 経路 の 概要 と 販売 店 に お ける 仕入れ 先 お よび 生産 地 で の 栽培 方 法 に つい て 調査 し た . そ し て 両者 
の 状況 を 基 に , ツマ グロ ヒョウ モン の 北上 の 原因 を 推測 する こと を 試み た . な お , ツマ グロ ヒョウ モ 
ン の 調査 は 主 に 津 吹 が , パン ジー の 調査 は 主 に 生 亀 が 担当 し た . 











調査 方 法 
[1] ツマ グロ ヒョウ モン の 個体 数 


日 野市 に お ける 本 種 の 発生 調査 場所 ( 図 1) と 方 法 は 次 の 通り で ある . 2004 年 は , ① 日 野市 百草 山 周辺 
お よび ,② 日 野市 新井 の 多摩 川 の 河原 で , 4-11 月 の 間 に ほ ば 1 週間 に 1 度 の 割合 で 調査 を 行なっ た . 調 
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Fig. 1. Investigation area of Argyreus hyperbius in Hino City, Tokyo. 
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査 は 百草 山 で は その 周辺 一 周 を 中 心 に 約 2 km の ルー ト を , 多磨 川 は 河原 の 0.9 km の ルー ト を , それ 
ぞ れ 1 時 間 ほ ど で 歩 き な が ら 目 撃 し た チョ ウ を 捕獲 し た . また , ③ 浅 川 の 河原 は 多摩 川 へ 行く 途中 に 
ある た め , 河原 や 堤防 の 上 0.8 km の ルー ト を 通り な が ら 気 付い た 個体 を 捕獲 し た . 2005, 2006 年 は 同様 
に 調査 を 行ない 観察 頭数 を 記録 し た . また , 移動 経路 で も 一 部 の 個体 を 観察 し た た め , その 個体 数 も 
含め た . 本 種 の 活動 は 環境 条件 も 関係 する た め , 秋 以 降 は 暖か な 日 中 に 調査 を 行なっ た . 雨 や , 基 り で 1 
日 中 気温 の 低い 日 は 本 種 が 出現 し な いた め 調 査 を 行なわ な か っ た . それ め え 発生 消長 は 各 月 の 上 旬 ・ 

中 旬 ・ 下 旬 と し て 示し , 複数 の 調査 日 が ある 場合 は 目撃 頭数 の 多い 方 を 示 し た . 本 種 の 密 源 で ある キバ 
ナコ スモ ス や ヒャク ニチ ナチ ソウ, ニラ は 花壇 や 畑 等 に 人 為 的 に 植え られ る た め , 栽培 され た 場所 や 期間 は 
年 に より 異な っ て いた . また , 活動 期間 中 に 処分 され た 場合 も あっ た . な お , この 調査 は アカ ネ 類 の 発生 
消長 を 知る た め に , まだ 日 野市 で 本 種 が 観察 され な か っ た 1996 年 か ら 日 野市 百草 山 周辺 に お いて , 加 
えて 1999 年 か ら 日 野市 新井 の 浅川 お よび 多摩 川 の 河原 に お いて , 上 記 の 方 法 で 継続 し て 行なっ て き 
た . 但し , 2003 年 まで の 調査 は 毎年 6 月 か ら (1999 年 の 多摩 川 は 8 月 か ら ) 開始 し た . 


[2] パン ジー 花苗 の 栽培 量 ・ 入 荷 量 ・ 流 通 経路 ・ 栽 培 方 法 


パン ジー は 各 家庭 や 公園 で ご く 普 通 に 植え を られ て いる た め , その 株 数 を 調べ る の は 不可 能 で ある . AF 
市 の 公園 で の 年 間 植え 付け 量 は , 2004 年 10 月 に お ける 日 野市 環境 緑化 協会 の ダー タ に よる . Ek, 
2005 年 3 月 に 市 の 農業 組合 長 か ら 日 野市 内 に お ける 近年 の 栽培 量 の 変化 に つい て 伺っ 72. さ ら に 2005 
年 4 月 に 百草 山 周辺 の ツマ グロ ヒョウ モン の 調査 ルー ト を 歩き , 住 宅地 に お ける パン ジー の 栽培 状況 
を 調べ た . 一 方 , パン ジー 花苗 の 日 野市 へ の 移入 経路 や 植 栽 地 を 考え る と , 花苗 の 販売 店 (園芸 店 ・ 生 
花 店 ・ 種 苗 商 ・ ホ ー ム セン ター 等 )・ 多 摩 テ ッ ク 等 の アミ ュー ズ メ ント 施設 や , 都立 多摩 動物 公園 な 
どの 公園 お よび 中 日 本 高速 道路 (株 ) ( 旧 日 本 道路 公団 ) な どの 道路 施設 や 大 学 等 の 公 的 施設 が あっ た . 
そこ で , パン ジー 花苗 の 流通 経路 を 知る た め に , 2005 年 4 月 の 予備 調査 後 , 2006 年 1, 2 月 に 上 記 の ツ 
マグ ロ ヒ ョ ウ モ ン の 調査 地 ①-③ を 中 心 に し て 概ね 1.5 km 以内 の 範囲 か ら 抽 出し , 実際 に 販売 の あっ 
7231 の 販売 店 お よび 植 栽 の 見 られ た アミ ュー ズ メ ント 施設 ・ 公 的 施設 に , 主 に 2005 年 度 に 関す る 開き 
取り 調査 を 行なっ た . 全国 か ら 東 京都 へ の 流通 経路 と 入荷 量 は , 1999 年 と 2004, 2005, 2006 年 の 東京 
都 中 央 卸売 市 場 年 報 か ら パ ンジ ー 花 苗 に 関す る デー タ を 活用 し た . 生産 地 に お ける 栽培 方 法 は , 日 
野 ・ 八 王子 を 中 心 に 生産 地 の 農業 改良 普及 セン ター・ 農 業 試験 場 等 で 聞き 取り 調査 を 行なっ た . 








[1] ツマ グロ ヒョウ モン の 発生 状況 
(1) 日 野市 に お ける 観察 個体 数 の 経年 比較 ( 図 2 









































図 2. 東京 都 日 野市 で 目撃 され た ツマ グロ ヒョウ モン の 個体 数 (2004-2006). 
Fig. 2. The number of the observed individuals in Hino City (2004-2006). 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


ツマ グロ ヒョウ モン の 北上 の 原因 を 探る 157 


日 野市 に お ける 本 種 の 発生 は , 1996 年 か ら の 調査 に お いて は , 2000 年 と 2002 年 に 各 1 頭 ずつ 確認 され 
( 津 吹 。2001, 2003), 2003 年 に は 観察 きれ な か っ た . 2004 年 は 調査 ルー ト で , 春 に 1 頭 ( 津 吹 , 2004), その 
後 8.9 月 に 各 1 頭 , そ し て 10 月 に 7 頭 が 観 窪 され , ピー ク は 10 月 上 旬 で あっ た . 計 10 頭 が 確認 され た が , 
その 内 雌 は 10 月 上 旬 の 1 頭 だ け で あっ た . 2005 年 は 春 に は 見 られ な か っ た も の の , 7-11 月 まで 継続 し 
CHE Sn, ピー ク は 10 月 上 旬 で あっ た . 計 83 頭 が 観 窪 され た . WEIS 9-11 月 の 各 調 査 で 見 られ , 計 14 頭 
で あっ た . 2006 年 は 5 月 に 1 頭 見 られ た 後 , 7-11 月 まで 継続 し て 観察 され , や は り ピ ビー ク は 10 月 上 旬 
で あっ た . 計 99 頭 の 個体 数 の 内 雌 は 27 頭 で あ り , 7-11 月 の 各 調 査 で ほほ 毎回 確認 され た . 


[2] パン ジー 花苗 に 関す る 調査 
(D) 全国 か ら 東 京都 へ の 入荷 量 
1) 年 別 入荷 量 の 経年 変化 ( 図 3 


東京 都 中 央 卸売 市 場 年 報 に は 過去 $ 年 間 に こ の 市 場 で 取り 扱っ た 年 ご と の パン ジー 花苗 の 箱 数 が , 年 
報 の 発行 年 に つい て は 月 別 ・ 産 地 別に 取り 扱っ た 箱 数 が 示さ れ て いた . 1994-2005 EBI AEAT 
量 ( 図 3) か ら , 1994 年 以降 の 7 年 間 に 入荷 量 が 著しく 増加 し た こと が 分 か る . 1994 年 (204,663 箱 ) を 基 
準 に する と 2001 年 (838,164 箱 ) は 4 倍 強 の 増加 で あっ た . その 後 の 2001-2003 年 で は それ ほど 大 き な 変 
化 は な か っ た (東京 都 , 1999, 2004, 2006). 


2) 月 別 入 荷 量 の 変化 ( 図 ④ 


1999-2005 年 の 7 年 間 の 入荷 量 を 月 別に 示し た の が 図 4 で ある . 1-4 月 お よび 9-12 月 に 常 
られ た . そし て グラ フ に は 現れ て いな い が , 5 月 に も 少量 の 入荷 が 毎年 あり , 6-8 月 に も 年 に より 
の 入荷 が 見 られ た . 1 年 を 通し て みる と 秋 に 相当 する 10, 11 月 が 極端 に 多く , 1-3 月 を 基準 に する と お 
そ 4-$ 倍 の 量 で あっ た (東京 都 , 2004, 2006). 


3) 県 別 ・ 月 別人 荷 量 の 比較 


2003 年 に 東京 都 が パン ジー 花苗 を 入荷 し た 地域 の 中 で ,. すでに ツマ グロ ヒョウ モン が 生息 し て いる 
地域 は 愛知 ・ 三 重 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 愛 媛 ・ 福 岡 で あり , そし て 最近 記録 が た くさ ん 出 て いる 地域 は 
神奈 川 ・ 山 梨 ・ 静 岡 で あっ た . 2003 年 に お ける これ ら の 地域 か ら 東 京都 へ の 入荷 量 を 県 別 ・ 月 別に 
示す . また , 2003 年 に 東京 都 に 入荷 し た 総 箱 数 に 対す る 各 県 の 総 箱 数 の 割合 を % で 示し た ( 表 1. A 
荷 の ある 県 の 中 か ら , ツマ グロ ヒョウ モン の 生息 地 で ある 愛知 県 と 本 種 の 記録 の 多い 神奈 川 ・ 山 梨 
県 を 見 る と , と くに 10-12 月 の 入荷 量 が 多かっ た (東京 都 ,2004). 2004, 2005 年 も 類似 の 傾向 が 見 られ た 
(東京 都 , 2005, 2006). 


(2) 日 野市 に 関す る 調査 結果 
1) 市 外 か ら 日 野市 へ の パン ジー の 流通 ( 図 5 


パン ジー 花苗 の 販売 店 ・ ア ミュ ー ズ メン ト 施 設 ・ 公 的 施設 等 へ の 聞き 取り 調査 の 結果 を 元 に し て , H 
野市 に お ける パン ジー の 流通 を まとめ る と 次 の 結果 に な っ た . 


① 販売 店 : 31 の 販売 店 の 園芸 店 ・ 生 花 店 ・ 種 苗 商 ・ ホ ー ム セン ター, スー パー マー ケッ ト 等 が 見 ら 
れ た . これ ら の 店 に お ける パン ジー 花苗 の 仕入れ 先 は 世田谷 市 場 (中 ) が 12 件 , 青梅 イン ター フロ ー 
ラ ( 地 ) が 5 件 , 相模原 園芸 地方 卸売 市 場 ( 神 ) が 3 件, 太田 市 場 (中 )・ 東 京都 荻窪 園芸 ( 地 ) が それ ぞ れ 
2 件 で , 他 に 立川 生花 ( 地 )・ 川 崎 市 中 央 卸売 市 場 北部 市 場 ( 神 )・ 埼 玉 の 農家 と の 直接 契約 ・ 卸 売 業 者 
と 契約 (その 仕入れ 先 は 世田谷 市 場 ・ 太 田 市 場 ・ 青 梅 イ ンタ ー フ ロー ラ ・ 相 模 原 園芸 地方 卸売 市 場 
の 各市 場 ) が 各 1 件, そし て 不明 お よび 回 答 せ ず が , 7 件 あっ た [上 記 の 省略 名 は 次 の 通り . (中 ): 東京 
都 中 央 卸売 市 場 , ( 地 ): 東京 都 地 方 卸売 市 場 , ( 神 ): 神奈 川 県 の 卸売 市 場 ] これ ら の 内 , 世田谷 市 場 と 大 
田 市 場 を 含む 東京 中 央 外 売 市 場 の 仕入れ 先 の 地域 は , 前 述 の 表 1 で 示さ れ て いる . な お , 販売 店 の 多く 
は パン ジー の ポッ ト 苗 を トレ ー に 入れ , 店 舗 の 表 の た た き の 上 に 並べ て 展示 販売 を し て いた (これ は 植 
え 付け 後に 苗 が な じ む よう 栽培 か ら 販 売 ま で 外気 に 晒す た めで あり , 店 舗 外 の 展示 宣伝 と 装飾 も 兼 
ね て いた ). 


② アミ ュー ズ メ ント 施設 : 多磨 テッ ク の 場合 は 市 場 を 通さ ず , 農家 の 栽培 し た も の を 昭島 の 園芸 セン 
ター (民間 企業 ) で 購入 し , 園内 展示 を 行なっ て いた . 
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図 3. 全国 か ら 東 京都 へ 入荷 きれ た パン ジー 花苗 箱 数 の 経年 変化 (1994-2005). 
Fig. 3. The change of the number of pansy boxes transported from other prefectures to Tokyo from 
1994 to 2005. 
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図 4. 全国 か ら 東京 都 へ 入荷 きれ た パン ジー 花苗 箱 数 の 月 別 変化 (1994-2005). 
Fig. 4. The change of the number of pansy boxes transported from other prefectures to Tokyo from 
January to December (1994-2005). 


© 公 的 施設 : 都立 多摩 動物 公園 の 場合 , 都 の 契約 業者 を 通 し て , 今回 の 対象 区 域外 か ら の 購入 が 見 ら 
れ た . 中 央 自動 車道 で は , 石川 パー キン グ エ リ ア を 始め 国立 府中 ・ 八 王子 イン ター チェ ンジ 等 で コン テ 
ナ に よる パン ジー の 植え 付け が あり , 滋賀 県 内 の 緑化 セン ター で 育成 され た 花苗 が 移入 さ れ て いた . 
大 学 に つい て は 不明 で あっ た . 





Rl. ツマ グロ ヒ ョ ウ モ ン の 生息 する 県 か ら 東京 へ 出荷 され た パン ジー 花苗 の 県 別 ・ 月 別 箱 数 (2003). 
Table 1. The number of pansy boxes transported from prefectures inhabited by Argyreus hyperbius to Tokyo 
in 2003. 


1H 2H 3H 4 月 5H 68H 9 月 10H 11H 12 月 at (%) 














愛知 県 280 74 218 19 5 0 35 266 611 215 1,723 (0.2) 
三重 県 170 0 0 0 0 0 0 7 0 0 177 
奈良 県 0 0 0 0 0 0 0 0 31 0 31 
和歌 山県 0 0 0 0 0 0 0 10 0 0 10 
愛媛 県 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 8 
福岡 県 。 40 100 0 0 0 0 0 0 0 O 140 
神奈 川 県 11.646 9,557 9,676 2125 0 0 339 17.771 42,737 25,522 119,573 (15.5) 
山梨 県 1,767 1,582 757 377 0 0 6,155 33,028 13,703 3,789 61,158 (7.4) 
静岡 県 683 662 896 39 0 O 26 1,094 1,458 1,348 6,206 (0.8) 
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以上 の 概要 を まとめ た も の が 図 3 で ある . 
2) 日 野市 内 に お ける パン ジー の 植え 付け と 栽培 


① 公園 : 今回 の ツマ グロ ヒョウ モン の 調査 地域 内 に は 公有 地 と し て の 公園 が 数 多く あっ た . その 花壇 
こ は 季節 に より パン ジー が 植え られ て いた . 日 野市 の 緑 と 清流 課 緑化 推進 係 に 尋ね た と ころ , これ は 
( 財 ) 日 野市 環境 緑化 協会 が 種子 か ら 生 育 し て 日 野市 内 の 公共 施設 に 植え 付け て お り , 市 内 の 業者 か 
ら 購 入 す る こと は な いこ と が 分 か っ た . 日 野市 環境 緑化 協会 ON EID 2000-2004 年 の 
年 間 植え 付け 本 数 は , ほぼ 5,500 株 で あっ た . た だ , 秋 に 植え た も の は 春 に 花 が 咲き , 春 は 花 が 咲い た 
も の を 植え る が , 花 が 終わ る と 抜い て 廃棄 し , 別種 の 花 に 植え 替え を 行なっ て いた . 


② アミ ュー ズ メ ント 施設 : 多磨 テッ ク の 園内 で は , 3 箇所 に フラ ワー ガー デン が 設け られ て いた . FE 
壇 へ の 地 植え や コン テ ナ に よる 植え 付け が 行なわ れ て いた . 


@ 公 和 的 施設 : 中 央 高速 道路 の パー キン グ エ リ ア 等 で は パン ジー 花苗 が 底面 給水 型 コ ン テ ナ に 植え 付 
けら れ て いた . その た め 水 管理 に 手間 を 要する が , 花 の 維持 管 tien cog 虫 管理 
の 頻度 も 低下 する . 他 に 花壇 へ の 地 植 えも 見 られ た . 


④ 一 般 家 庭 : 2005 年 $ 月 に 百草 山 周辺 の 住宅 街 を 調査 し て みる と , 庭 が ある 家 の 多く で パン ジー や ビ 
オラ が 栽培 され て いた . 庭 が な い 場 合 で も コン テ ナ や 植木 鉢 を いく つも 並べ て 志 に 掛け て いた . 調査 ル 
ー ト において. 少なくとも 36 軒 で パン ジー 等 の スミ レ の 仲間 を 栽培 し て いた 。 ま た 近年 , 集合 住宅 で 
付加 価値 と し て 大 規模 な ガー デニ ング を 行ない 分 譲 する 場合 も ある が , その ケー ス は 区 域内 で は 特に 
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中 日 本 高速 道路 (株 ) 
滋賀 県 内 の 緑化 
セン ター で 栽培 


日 野市 環境 緑化 協会 
で 播種 栽培 


東京 都 日 野市 に お ける パン ジー の 流通 経路 (2005). 太線 で 囲ん だ 部 分 が 卵 や 若 齢 幼 昌 
の 移動 と 関係 する と 考え られ る . 
Fig. 5. The transportation of pansies to Hino City from other places (2005). 
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HONS, 一 般 家 庭 と 同じ 規模 で の コン テ ナ に よる パン ジー の 植 栽 が 一 部 で 見 られ た . 


⑤ 花 電 生 産 農家 : 地元 の 一 部 で 少量 だ が パン ジー 花苗 の 生産 が 行なわ れ て いた . 生産 され た パン ジー 
花苗 は 主 に 店 頭 販 売 さ れる ほか , 少量 は 近郊 の 市 場 や 農協 等 へ 出荷 され 流通 し て いた . 


(3) パン ジー の 栽培 方 法 
1) 各地 で の 育苗 方 法 


冬期 に 野外 の ガー デニ ング で 使え る 花 の 種類 は 限ら れ て お り , パン ジー は その 代表 種 で ある . 品種 改良 
に より 耐寒 性 や 短 日 条件 で の 開花 性 が 増し , 冬 で る も 花 付き が 保 た れる よう に な り , 東京 で も 秋 か ら 冬 を 
通し て 初夏 まで 3 シー ズン 植 栽 され る . 日 野市 へ 入荷 きれ る パン ジー は それ に 合わ せる よう に 各地 で 
BH SNA. パンジー の 育苗 は , 充分 な 光 が 得 られ る よう , 主 に 屋外 や 屋外 の 施設 で 行なわ れる . これ ま 
で は , 種 笑 きか ら 育 苗 ま で を 路地 の 畑 で 行なう 地 堀 り 栽培 等 の 露地 栽培 が 主流 で あっ た . し か し , S 
で は 多く の 生産 者 が 生産 効率 を 上 げ る た め , 施設 栽培 する 場合 が 多い . 簡素 な 施設 を 用 いる 場合 は , 
農家 の 畑地 や 建物 脇 な どの 簡素 な 施設 や . ビ ニー ル ハ ウス を 用 いる こと が 多い が , 冷暖 房 を か ける な ど 
大 掛か り に 鉄骨 (ガラ ス ) ハウ ス 等 を 用 いる 場合 も ある . そし て 園芸 用 土 を 入れ た 発芽 トレ ー に 播種 し , 
二葉 が 出 て 1, 2 週間 で 大 き な ポ リポ ッ ト に 移植 し , 2 週間 程度 で 株 を 作る . そ し て 約 1 か 月 後に ポッ ト 
苗 と し て 出荷 する . ポ ッ ト は トレ ー に 入れ た まま 地面 か ポッ ト 棚 に 置か れん る こと が 多い . 温度 管理 は 換 
気 口 の 調整 の ほか 遮光 幕 や 冷暖 房 も 併用 する な ど し て 行なわ れる . ま た 育苗 に 厳し い 夏期 に は , 播種 後 
し ば らく の 間 を 他 の 冷涼 な 地 で 育て , その 後 ポ ッ ト 苗 と し て 関東 で 育て る 「 リ レー 栽培 | の 場合 も あ 
る . 


























2) 農薬 


生産 農家 は 販売 価値 を 高め る た め , 病害 了 虫 に よる 鑑賞 価値 の 損失 が 無い よう に 苗 の 形 ・ 葉 や 花 の 色 
や 形 ・ 食 痕 等 を 観察 し な が ら , パン ジー の 花苗 を 育て る . 一 部 に 無 農薬 栽培 を する 農家 も いる が , ほ 
と ん どの 場合 は 様々 な 病虫害 に 応じ て 適切 な 農薬 で 予防 ・ 防 除 し な が ら 育 苗 す る . ハ ダニ や アブ ラ 
ムシ 等 を 中 心 と し た 小型 の 吸汗 性 害虫 に 対し て は , 土壌 へ 粒 剤 の 混入 を させ た り 液 剤 散布 し て 農薬 
を 水 と 共に 植物 体内 に 保持 させ , 吸 汁 に より 中 毒 死 さ きせ る. し か し この 方 法 は , 鱗 次 目 昆虫 の 幼虫 な 
ど 体 の 大 き な 食 葉 性 害虫 に 対し て 効果 が あま り 無い こと が 多い . さら に 残 効 性 に も 限界 が ある . と くに 
近年 は , 環境 や 社会 へ の 配慮 か ら よ り 薄 く 弱 い 薬 剤 を 散布 回 数 を 増やし て 用 いる 傾向 が ある た め , 農薬 
の 有効 性 も 限ら ち れ て し まう . 


その 結果 , ツマ グロ ヒョウ モン の 幼虫 の よう な 食 工 性 害虫 の 防除 は , 幼 昌 を 発見 次 第 捕殺 する こと が 有 
効 だ と 聞く . し か し , 花苗 の 葉 を 常時 丁寧 に 点検 し な が ら 育 苗 す る こと は 効率 上 困難 で ある . BEBO 
卵 や 若 齢 幼虫 を 発見 する こと は 難し いた め , 薬剤 を 噴霧 器 で 散布 する こと は 有効 で は ある が , 薬剤 が か 
か ら な い 部 分 が あり , また 散布 を 繰り 返し て も 幼虫 は 移動 する た め に , 完全 な 防除 は 不可 能 と 考え られ 
7 


















































5 B 


1. 日 野市 に お ける ツマ グロ ヒョウ モン の 周年 経過 


2000-2004 年 に 確認 され た 大 多数 の 個体 は 新鮮 で も あり, か すれ が ある 場合 で も 弱い た め . すべ て 日 野 
市 お よび その 周辺 で 羽化 し た も の で あり , その 年 に どこ か ら か 日 野市 へ 移動 し た 個体 の 子孫 と 考え ら 
れ た ( 津 吹 , 2001, 2003). そし て 2004 年 に は 春 型 の 個体 が 得 ら れん た こと か ら ( 津 吹 , 2004), 2003-2004 年 
の 冬 を 日 野市 で 越冬 で きた と 考え た . その 後 の 夏 の 個体 や 秋 の 個体 が . 日 野市 で 春 に 発生 し た 個体 の 子 
RAOT, ある い は 春 以 降 に 日 野市 へ 移動 し て きた 個体 の 子孫 な の か は 不明 だ が , 2004 年 の 1 年 間 は ツ 
マグ ロ ヒ ョ ウ モ ン が 日 野市 に 土着 し た 可能 性 も 考え られ た . 越冬 個体 が 生存 で きた 理由 と し て , 冬期 の 
最低 温度 が 温暖 化 の た め に 上 昇 し た だ け で は な く , 越冬 個体 の 栄養 状態 が 良好 で あっ た り 微 気象 と 
し て 温度 が それ ほど 低下 し な い 場 所 を 選ん で 越冬 し た 可能 性 を 指摘 し た ( 津 吹 ,2004). 越冬 が 確認 され 
て いる 長野 県 三郷 村 で の 調査 に よる と , 2002-2003 年 を 越冬 し た と 考え られ る 4 個体 は エア コン の 室 
外 機 の 前 に 広がる ノ ジ ス ミレ Viola yedoensis の 群落 で 見 つか っ て いた . 機械 の 暖気 が ここ で の 越冬 を 可 
能 に し た と 考え られ て お り (中 田 ・ 那 須 野 , 2004), 筆者 の 予想 と 一 致し た . た だ, 越冬 幼虫 の 発見 が 3 月 
下旬 か ら 3 月 の た め , 那須 野 雅 好 氏 に 1.2 月 に お ける 幼虫 の 状態 が その 後 確認 で き て いな いか を 伺っ た 
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と ころ , 信州 で は 3 月 は まだ 雪 も 降り 冬 で ある と いう こと で あっ た . そし て 同じ 場所 で も うま さく 越冬 
で き な い 年 が ある こと を 伺っ た (私信). これ まで 本 種 の 北上 は 地球 温暖 化 が 原因 の 一 つと いわ れ て き 
た が , それ だ け で な く 人 為 的 に 越冬 可能 な 環境 が 局 地 的 に 作ら れ , 幼虫 が そこ で 越冬 し た 場合 も あり う 
る こと に な る . 2005 年 に は 個体 数 が 急増 し た . この 年 は 春の 個体 は 確認 で き な か っ た も の の 7 月 下旬 お 
よび 8 月 下旬 か ら 11 下 旬 ま で の 調査 で は 毎回 観察 され , 晩秋 に は 傷ん だ 個体 も 増加 し た .2006 年 も 同 
状況 で あり ,3 月 下旬 に 確認 され た 後 , 前 年 より も さら に 長期 間 (7 月 下旬 -11 月 下旬 ) 継続 し て 出現 
し 普通 種 と な っ た た め , 本 種 は 日 野市 に 完全 に 定着 し た と 考え られ た . 


2. ツ マグ ロビ ヒョウモン の 北上 と パン ジー の 関係 


東京 都 中 央 卸売 市 場 で 取り 扱っ た パン ジー 花苗 の 量 を 年 ご と に 見 る と, 1994 年 が 300,000 箱 で あっ た 
の が 年 々 増加 し ,2001 年 は 4 倍 の 800,000 箱 を 越え 2003 年 まで ほぼ 横ばい で ある (M3). これ ら の パン 
ジー は 多く が 庭 な ど に 地 植 に され , 冬 の 期間 も 多く の 場合 植え られ た まま で ある . ツ マグ ロ ヒ ョ ウ モ ン 
の 幼虫 が 越 委 する た め に は 人 錠 が 必要 で ある が , 野生 の スミ レ の 仲間 は 葉 を 落と し て 越冬 を する こと が 
多い た め , 自然 状態 で は 冬期 の 館 の 確保 が 難し い . と ころ が パン ジー は 冬 の 間 ず っ と 多く の 新鮮 な 葉 を 
付け て いる た め 十 分 に 食 草 が 確保 きれ, 幼虫 で 越冬 する た め の 条 件 の 一 つが 整う . 


次 に , 仕入れ 先 を 見 て みた い . 2003 年 に 東京 都 中 央 卸売 市 場 で 取り 扱っ た パン ジー 花 再 の 入荷 量 は 
823,608 箱 で , 仕 入 先 も 関東 近辺 だ け で な く 北 は 北海 道 か ら 南 は 福岡 に まで 広がっ て いる . その 中 に 
は , 現在 ツマ グロ ヒョウ モン が 生息 し て いる 愛知 ・ 三 重 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 愛 媛 ・ 福 岡 と , 最近 記録 が 多 
数 出 て いる 神奈 川 ・ 山 梨 ・ 静 岡 が あり , 入荷 量 は 表 1 の 通り で あっ た . 


そし て , パン ジー の 育苗 方 法 は , 屋外 で 育苗 する 露地 栽培 で は も ちろ ん だ が , ビニ ー ル ハウ ス や 鉄骨 
ハウ ス 等 の 施設 栽培 で も 温度 調節 等 は 換気 口 の 開 開 で 行なう た め , そこ へ 本 種 が 飛来 し て 産卵 する 
こと は 十分 に あり 得る . 栽培 農家 で は な い が , 神奈 川 県 で は ツマ グロ ヒョウ モン が 藤沢 市 で 販売 店 の ビ 
ォ ラ へ 産卵 し た 例 や , 横浜 市 の 販売 店 の パン ジー に 3 頭 の 雌 が 訪 花 し た 例 が 報告 され て いる (相模 の 
it 4 2B A, 2006). また 輸送 中 , 市 場 ・ 中 間 業 者 ・ 小 売 の 販売 店 か ら 植 付 先 ま で ,. トラ ッ ク の 荷台 の 
覆い が 簡素 で あっ た り 花 苗 が 剥き 出し の 場合 も 見 られ た . し た が っ て , そこ へ の 飛来 や 産卵 も あり 得る 
724 4.2005 年 に 日 野市 の 販売 店 へ 入荷 し た パン ジー 花苗 の 仕入れ 元 に は , 東京 都 中 央 卸売 市 場 の 一 
部 で ある 世田谷 市 場 や 大 田 市 場 が 含ま れる . 東京 都 中 央 卸売 市 場 に は , 本 種 が 生息 ある い は 急増 し た 愛 
知 県 ・ 静 岡 県 ・ 山 梨 県 ・ 神 奈川 県 か ら , 一 定量 の パン ジー が 9-12 月 に 東京 へ 出荷 され て いる . EX, 
神奈 川 県 卸売 市 場 か ら も 直接 入荷 し て いる . さら に は , 中 央 自動 車道 の 国立 府中 イン ター チェ ンジ や 石 
川 パ ー キ ング エリ ア は 調査 地 に 近い が , そこ に は 滋賀 県 内 で 生育 され た パン ジー が 移入 きれ て いる 
(M5). FAL, それ ら の パン ジー に , ツ マグ ロ ヒ ョ ウ モ ン の 卵 や 若 和 齢 幼 昌 が 付着 し て いる 可能 性 が 十分 
に 考え を られ る の で は な い だ ろ うか . も ちろ ん , パン ジー の 生産 者 も 出荷 時 に 幼虫 を 見 つけ た ら 当 然 駆除 
する で あろ う . ま た, 各市 場 に 衛生 検査 場 は ある . し か し , その 対象 は 青果 (食品) で あり , 花弁 に 関す る 
外来 生物 の 卵 や 若 齢 幼虫 の 検査 項目 は 無い . 重なり 合っ た 葉 の 隅 々 まで 一 鉢 一 鉢 を 検査 し て 防除 を 
する こと は 不可 能 で ある . 筆者 の 一 人 で ある 津 吹 は , 2006 年 10 月 の 終わ り に , 採集 し た 本 種 の 雌 を 強制 
採卵 し , 20 卵 ほど を 数 鉢 の パン ジー に 産ま せ た . その 後 英 化 し た 1 令 幼 虫 の 存在 が 不明 に な り , か な 
り 詳 し く 調 べた が 見 つか ら ず , その 後 2 令 幼虫 が や っ と 数 頭 見 つか っ た . パン ジー に 付い た 卵 や 若 秋 
効 昌 を 見 つけ て すべ て を 取り 除く の は 非常 に 困難 な の で は な いか . さら に , 家庭 で 一 旦 植え られ た 後 は 
宣 虫 駆除 等 の 世話 が それ ほど な され な い の で は な いか . 


前 述 し た 通り 生産 者 は 病害 虫 防 除 を 行なう が , 鱗 超 目 昆 虫 の 幼虫 へ の 楽 剤 の 効果 は 明 い た め , ツマ グロ 
ヒョウ モン の 幼虫 等 の 場合 まず 捕殺 し , 次 に 薬剤 散布 と され て いる . す な わ ち 発生 後 の 対応 が 一 般 的 で 
HAD. さら に 家庭 園芸 で は 技術 ・ 知 識 が 未 圭 な こと や , 家族 や 環境 へ の 配慮 の た め に 楽 剤 使用 を 避け 
る 傾向 が あり , パンジー が 家庭 で 一 是 植え られ た 後 , 害虫 防除 等 は それ ほど さき され な い の で は な いか . パ 
ンジ ー は 安価 で ある た め に 気軽 に 購入 で きる が , 高額 な 管理 資材 まで は 手 が 回 ら な い 消 費 者 は 多く , 
防除 に は 限界 が ある だ ろう . し た が っ て , 付着 し た まま 移動 で きた 卵 や 若 齢 幼虫 は , 地 植 に され た パ 
ンジ ー の 葉 を 食べ な が ら 成 長 す る で あろ う . そ し て うま く 越 冬 で きた 場合 , 野外 で 羽化 し て 飛翔 する こ 
と は 十分 に 考え られ る . 薬剤 の 強 さ の 1 例 で ある が , 津 吹 が 2006 年 の 10 月 に 調査 地域 の 販売 店 で 購入 
レベ ラン ダ に 置い た 6 鉢 の パン ジー は , 12 月 に な る と すべ て の 鉢 に 多く の アブ ラム シ が 寄生 し て い 
た . 同様 に , 生 亀 が 購入 し た 苗 を ポッ ト の まま ビル の 6 階 で 栽培 する と , 数 日 後に は アブ ラム シ や 毛虫 
が 付い て いる こと が 頻繁 に 見 られ た . 一 旦 付 着 し た 幼虫 が , すでに 行なわ れ た 消毒 で 死ぬ 可能 性 は 低い 
と 考え られ る . 











































































































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


162 津 吹 卓 ・ 生 和 亀 正 照 











野外 で 確認 され た 個体 を 季節 別に 見 る と, 秋 の 個体 が と くに 多い . 一 方 , 東京 へ の パン ジー の 入荷 量 
を 月 別に 見 る と , 10, 11 月 が 極端 に 多い ( 図 ④). 地域 別に 見 て も , 愛知 ・ 神 奈川 ・ 山 梨 ・ 静 岡 か ら の 入荷 
量 で も 同様 の 傾向 が 見 られ る (R1). し か し 前 述 の 通り , 成 吾 し た 幼虫 や 映 は 目立つ た め , パン ジー の 株 
に 付着 し た まま 東京 へ 運ば れる 可能 性 は ほとん ど な い と 考え られ る . し た が っ て 秋 の 個体 は , 春 や 夏 の 
個体 か ら 繁 殖 し 増加 し た 子孫 で あろ う . 


な お 5, 日 野市 環境 緑化 協会 に より 公 園 へ 植え られ る パン ジー の 株 数 は か な り の も の に な り ,2000-2004 
年 で 植え 付け 本 数 に ほとん ど 変 化 は な い . し か し , これ ら の 株 は 花 が 終わ る と 抜か れ て 次 の 花 へ 植え 禁 
えら れ て し まう の で , も し 幼虫 が いて も 一 緒 に 処分 され て し まう . これ で は 野外 で 確認 きれ る チョ ウ の 
頭数 へ の 影響 は 無い も の と 考え られ る . Ek, 日 野市 内 の 園芸 農家 で 栽培 され て いる 株 数 は 減少 傾向 に 
あり , 2004 年 の チョ ウ の 急増 と は 結び つか な い . 


3. ま と め 


以上 を 総合 する と 次 の よう に な る . 食 草 で ある パン ジー が これ だ け 多 く 国 内 を 輸送 され て お り , そこ に 
卵 や 若 齢 効 虫 が 付着 し て いて も きち ん と し た 検査 は な い の で ある か ら , 結果 と し て 人 為 的 に 卵 や 若 齢 
幼虫 も 一 緒 に 移動 し て いる 可能 性 が 十分 に 考え られ る . ツマ グロ ヒョウ モン の 北上 は , 食 草 で ある パン 
ジー の 輸送 が 容易 に で きる た め に , ガー デニ ング ブー ム も 影響 し て 人 為 的 な 要素 へ の 依存 が 多分 に あ 
る の で は な い だ ろ うか . さら に 言え ば , 現在 は 北上 の よう に 言わ れ て いる が , パン ジー の 輸送 に と も 
な い 多 方 向 へ の 移動 も 可能 性 と し て 十分 に あり 得る の で は な いか . 


で は , 温暖 化 は 北上 に は 関係 な か い の で あろ うか . まず , 幼虫 が 越冬 で きる 条件 と し て , 冬期 の 最低 気温 が 
問題 に な る . と くに 最低 気温 が 致死 温度 より 低けれ ば , 越冬 の 可能 性 は 低く な ろう . また , 致死 温度 まで 
は 低下 し な く て も , 低温 の た め に 動け ず 摂 食 不能 と な れ ば , や は り 死 に 至り 越 委 は で き な い . 石井 
(2002) に よれ ば , 5*C に お いて 本 種 は 絶食 状態 で も 3 か 月 前 後 は 生存 可能 で ある と いう . 


けれ ども , 長野 県 三郷 村 の 例 で も エア コン の 室外 機 の 熱 の 影響 が 考え られ て いる よう に , 幼虫 は 移動 し 
て 低温 に 耐え られ る 場所 を 選ぶ で あろ う . し た が っ て 後 気象 と し て の 狭い 範囲 で の 環境 条件 が 問題 
に な る わけ で , 越冬 が 可能 か どう か は 周囲 の 状況 に も よ る た め , 偶然性 も 高い の で は な い だ ろ うか . 次 
に , 温暖 化 に より 冬期 の 最低 温度 が 致死 温度 より 高く な っ た 地域 で は , 本 種 の 分 布 と 温暖 化 と の 関係 は 
大 きく , 発育 限界 温度 や 有効 積算 温度 と の 関係 も 出 て くる で あろ う . 伊藤 (2001)) に よれ ば , 名 古屋 周辺 
の 個体 群 の 発育 限界 温度 は 約 10*C, 産卵 か ら 羽 化 ま で の 有効 積算 温度 は 約 480 日 "どじ で ある と いう . 


結局 , ママ グロ ヒョウ モン の 北上 の た め に は , ある 地域 に お いて , (1) 本 種 の 存在 , 2) パン ジー な どの 食 
草 の 存在 (と くに 冬期 ), (3) 幼虫 の 越冬 可能 な 温度 , が どの よう に し て そろ うか で ある . これ ら は 現在 は 
人 為 的 な も る の に 依存 し て いる 可能 性 が 高い が , それ ら の 組み 合わ せ に より 条件 が そろ うと 本 種 は 生存 
で き , それ が 北上 と 考え を られ て いる の で は な い だ ろ うか . 


本 稿 で は 北上 の 原因 を ., パン ジー の 輸送 に と も な い 卵 や 若 齢 幼虫 も る 運ば れ た 可能 性 を 基 に 議論 し て 
きた . 移動 後 の 幼 虫 の 越冬 状態 と 環境 条件 と の 関係 は 現在 調査 中 で ある . な お 神 部 (私 信 ) は , 本 種 は 上 
虹 飛 不 が 可能 で あり うま く 上 昇 気流 に 乗れ ば アサ ギ マ ダ ラ の よう に 移動 する 可能 性 が ある と 言う . 著 
RR (1992) は 鹿児島 県 の 海上 に お ける 北 か ら 南 へ の 移動 個体 を 報告 し て いる . ツマ グロ ヒョウ モン 自 
体 の 飛翔 に よる 移動 の 可能 性 も , 今後 調査 し 検討 し て いき た い . 
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で ご 協力 いた だ いた . さら に , 日 野市 の パン ジー の 販売 店 等 の 方 々 に は , その 仕入れ に つい て 実情 を 
教え て いた だ いた . 厚 く お 礼 申し 上 げ る . 
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Summary 


A subtropical argyne butterfly, Argyreus hyperbius (Lepidoptera, Nymphalidae) has recently expanded its dis- 
tribution to the north of Japan. Besides global warming, which is easily envisaged as one factor affecting this 
phenomenon, the increase of the garden plantation of the pansy, one of the food plants of this butterfly, is 
pointed out as a second possible factor, because this plant has fresh leaves in the autumn to winter season. 


The authors conducted field surveys of A. hyperbius once a week from April to November in 2004-2006 at 
Mogusayama Hill, the riverside of the Asakawa River and the Tamagawa River in Hino City, Tokyo (as had 
been done from June to November in 1996-2003). Numbers of the observed butterflies dramatically in- 
creased in 2004-2005 (10 individuals in 2004, 83 in 2005 and 98 in 2006), while there was only one individ- 
ual in both 2000 and 2002, and none before 1999 and in both 2001 and 2003. 


The numbers of pansy boxes transported into Tokyo from other prefectures also increased more than four 
times from 1994 (205 thousands) to 2001 (838 thousands). In 2003, 24% of the pansy boxes transported to 
Tokyo were from Kanagawa, Yamanashi, Shizuoka, Aichi Prefectures, where A. hyperbius was already dis- 
tributed. In particular, many boxes were brought from October to December, when the female butterflies had 
already had the chance to lay eggs on young pansy plants before transport. 


The insecticide used for pansies on the farms was mainly against mites and aphids, and not strong enough to 
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kill the larvae of butterflies, and the pansy has many fresh leaves in winter, though other wild violas do not. 
Eggs and young larvae might be transported together with the pansy, and if the air temperature does not drop 
below larval cold tolerance, the larvae can pass the winter and grow up to be butterflies. 


In conclusion, northward expansion of A. hyperbius in Japan depends on three factors: the first is that A. hy- 
perbius is carried to the northern areas, the second is the existence of fresh leaves of the larval food plant, in 
particular in winter, and the third is that the temperature is high enough to enable the larvae to survive and 
grow up in winter. 


(Accepted November 24, 2007) 


Published by the Lepidopterological Society of Japan, 
5-20, Motoyokoyama 2, Hachioji, Tokyo, 192-0063 Japan 


NII-Electronic Library Service 





